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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

２月23日(火)本会議（開会）
２月24日(水)議案調査日
２月25日(木)議案調査日
２月26日(金)議案調査日
３月２日(火)本会議（総括質疑）
３月３日(水)本会議（委員会付託）
３月４日(木)委員会（総務文教・保健福祉）
３月５日(金)委員会（建設経済）
３月８日(月)委員会（総務文教・保健福祉）
３月９日(火)委員会（建設経済）
３月11日(木)本会議（一般質問）
３月12日(金)本会議（一般質問）
３月15日(月)委員会（建設経済）
３月16日(火)本会議（一般質問）
３月17日(水)本会議（一般質問）
３月18日(木)委員会（建設経済）
３月19日(金)本会議（閉会）

３ 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑥

委 員 長 報 告････⑦

提出案件の結果等････⑧

左から加藤勝明議長、中山敬弘副議長

北本の行事シリーズ③北本の行事シリーズ③

第３回菜の花まつり
　４月３日と４日の２日間、高尾７丁目地内におい

て「菜の花まつり」が開催されました。

（主催：北本市景観作物振興会）

第３回菜の花まつり
　４月３日と４日の２日間、高尾７丁目地内におい

て「菜の花まつり」が開催されました。

（主催：北本市景観作物振興会）

正副議長就任あいさつ
　私たちは、このたびの第１回定例会におきまして、

議員各位からのご推挙により、議長、副議長に就

任いたしました。その職責の重大さに身の引き締

まる思いでございます。

　今後とも、市民の皆様により身近で、より信頼

される議会を目指してまいりますので、よろしく

お願い申し上げます。



３月定例会３月定例会

きたもと議会だより (２)

　
２
月
23
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
32
件
、
議
員
提
出
議
案
７
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願
４

件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
平
成
22
年
度
北
本
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
記
名
投
票
の
結
果

（
下
記
参
照
）、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
等
に
係
る
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算
を
原
案
可
決

　
　
７
特
別
会
計
予
算
を
原
案
可
決

平
成
22
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算
を
原
案
可
決

　
　
７
特
別
会
計
予
算
を
原
案
可
決

　
一
般
会
計
予
算
は
１
８
０
億
円
、
前
年
度
比
9.5
％
の
増

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
平
成
22
年
度
北
本

市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

「
総
括
質
疑
よ
り
」

Ｑ
、
平
成
22
年
度
予
算
の
重
点
政

策
・
重
点
目
標
に
つ
い
て

Ａ
、
市
税
を
始
め
と
す
る
一
般
財

源
の
大
幅
な
減
収
に
伴
い
、
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
長

引
く
景
気
低
迷
で
不
安
の
大
き
い

市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
支
え
る

施
策
に
積
極
的
に
取
組
む
中
で
、

国
の
主
要
施
策
で
あ
る
子
育
て
及

び
環
境
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、

第
四
次
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い

た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
施
策
と
し
て
、
子
育
て
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
核
保

育
所
用
地
の
購
入
及
び
造
成
事
業
、

認
定
こ
ど
も
園
建
設
費
補
助
事
業
、

学
童
保
育
室
分
割
整
備
事
業
、
児

童
館
設
計
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
手
当
支
給
事

業
を
開
始
す
る
こ
と
で
子
育
て
支

援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
補
助
事
業
に

新
た
に
女
子
中
学
生
を
対
象
と
す

る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
及
び
幼
児
を
対
象
と
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
加
え
、
事
業
の
拡
大
と
従

来
の
健
康
検
診
事
業
、
子
ど
も
医

療
費
支
給
事
業
を
継
続
実
施
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
の
保
健
医
療
の

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
引
き
続
き
、
学
校
校
舎
、

体
育
館
の
耐
震
改
修
設
計
業
務
を

実
施
し
、
学
校
施
設
の
安
全
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
増
設
や
新
た
に
小
学
校

補
修
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
子

ど
も
の
教
育
環
境
の
向
上
に
も
努

め
ま
す
。

　
環
境
政
策
と
し
て
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
に
基
づ
く
持
続
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
と
市

民
啓
発
を
図
る
電
気
自
動
車
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
及
び
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
保
全
整
備
を
進
め
て
い
る
中
央

緑
地
整
備
事
業
に
、
新
た
に
二
酸

化
炭
素
吸
収
源
緑
地
と
し
て
の
位

置
付
け
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
の
政
策
に
沿
っ
た

事
業
の
取
組
み
に
加
え
、
庁
舎
基

本
設
計
業
務
事
業
、
西
口
駅
前
広

場
改
修
事
業
、
公
園
整
備
事
業
、

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
市
の
活
性
化
を
図
る
ア
ー
ト

と
地
域
の
交
流
拠
点
事
業
、
（
仮

称
）
大
地
の
芸
術
祭
事
業
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
魅
力

的
で
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
市
の
将
来
都
市
像
、
緑

に
囲
ま
れ
た
健
康
な
文
化
都
市
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

（
議
席
順
）

「
議
案
第
１
号
」
平
成
22
年
度
北

本
市
一
般
会
計
予
算
　
　
　
　
　

「
賛
成
者
」
10
名

串

田

英

夫
、
桂

　

祐

司
、

岸

　

昭

二
、
島

野

和

夫
、

福

島

忠

夫
、
黒

澤

健

一
、

阪
井
栄
見
子
、
加

藤

勝

明
、

横

山

　

功
、
伊

藤

堅

治

「
反
対
者
」
９
名

中

村

洋

子
、
湯

澤

清

訓
、

中

山

敬

弘
、
現
王
園
孝
昭
、

工
藤
日
出
夫
、
金
子
眞
理
子
、

吉

住

武

雄
、
三

宮

幸

雄
、

大

澤

芳

秋

議
会
構
成
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【 

紹
　
介 

】

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
副
市
長
を
紹
介
し
ま
す
。

　
住
所
　
東
京
都
西
東
京
市
中
町

２
丁
目
３
番
１
８
号

　
　
　
　
　
　
　
し
も
　
だ
　
　

ま
さ
　ゆ
き

　
氏
名
　
下
田 

正
幸
氏

記
名
投
票
の
結
果

◎吉住武雄

◎島野和夫

　横山　功

○福島忠夫

○黒澤健一

　伊藤堅治

議 　 長 副 議 長

庁 舎 建 設 特 別 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

　湯澤清訓

　湯澤清訓

　吉住武雄

　

　桂　祐司

　桂　祐司

　三宮幸雄

　岸　昭二

　阪井栄見子

　大澤芳秋

　金子眞理子

　加藤勝明

　

　

◎は委員長、○は副委員長、以下議席順。　　　　　　は新たに就任した議員です。

（平成22年３月19日現在）

加藤勝明 中山敬弘



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

吉
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

・
地
域
防
災
対
策

・
指
定
管
理
者
に
対
す
る
評
価

・
医
療
費
削
減
策

他
３
件

横
山
　
功
（
平
成
会
）

・
駅
西
口
広
場
整
備
事
業

・
考
戸
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

・
私
道
、
行
き
止
ま
り
市
道
の
整

　
備

他
２
件

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
圏
央
道
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー

　
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
伴
う
交
通
安

　
全
対
策

・
西
中
央
通
線
整
備
の
促
進

・
図
書
館
の
窓
口
業
務
委
託他
１
件

加
藤
勝
明
（
平
成
会
）

・
グ
リ
コ
東
京
工
場
の
進
出
に
あ

　
た
っ
て
、
よ
り
強
固
な
協
力
体

　
制
を
構
築
す
る
た
め
に

・
消
防
行
政

・
売
れ
っ
子
と
ま
ち
ゃ
ん
の
マ
ス

　
コ
ッ
ト
を
作
っ
て
は
ど
う
か他
２
件

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ質問事項を

通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、16人の議員から67件118項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

問
１
　
消
費
者
被
害
の
取
組
み

に
つ
い
て

答
１
　
市
で
は
、
公
的
資
格
を

持
っ
た
消
費
生
活
相
談
員
が
、

市
役
所
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
が
、
平
成
21
年
度
よ
り
、
相

談
窓
口
の
強
化
を
図
る
た
め
、

相
談
日
を
毎
週
月
曜
日
と
木
曜

日
の
週
２
回
に
拡
大
す
る
な
ど

相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
11
月
か

ら
本
年
２
月
に
か
け
て
、
身
近

な
相
続
の
ト
ラ
ブ
ル
、
暮
ら
し

に
生
か
す
金
融
知
識
、
高
齢
者

の
悪
質
商
法
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル

を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
消
費
者
行
政
の
推
進

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
２
　
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

は
ど
う
し
て
い
く
の
か

答
２
　
消
費
者
被
害
防
止
サ
ポ

ー
タ
ー
と
は
、
高
齢
者
な
ど
を

狙
っ
た
悪
質
商
法
等
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
、
地
域
で
の
啓

発
活
動
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
こ
と
で
す
。
今
後
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
、
市
の
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広

く
公
募
し
、
県
の
消
費
者
被
害

防
止
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問
１
　
社
会
教
育
法
で
制
限
さ

れ
て
い
る
公
民
館
活
動
と
市
民

活
動
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
ど
の
よ
う
に
融
合
・
使

い
分
け
て
い
く
の
か

答
１
　
公
民
館
の
指
定
管
理
者

の
導
入
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
継
続
的
に
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
導
入
に
際
し
て
は
、
地
域

と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
て
お
り
、
有
識
者
の
意
見
を

伺
い
、
ま
た
公
民
館
運
営
審
議

会
や
社
会
教
育
委
員
の
会
議
で

議
論
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
関

係
部
局
と
も
連
携
を
図
り
、
早

け
れ
ば
平
成
23
年
、
遅
く
と
も

24
年
に
は
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
２
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
化
に
つ
い
て
は
ど
う
か

答
２
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

は
、
法
人
格
を
持
た
な
い
任
意

団
体
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

不
動
産
の
取
得
や
銀
行
借
入
な

ど
の
契
約
行
為
が
出
来
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
で
は
公
民
館
に
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
運
営

が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の
法
人
化
に

む
け
て
組
織
体
制
の
整
備
の
指

導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

消
費
者
被
害
防
止

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

新

し

い

公
民
館
運
営

(３) きたもと議会だより



大
澤
芳
秋
（
緑
風
政
策
）

・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
（
カ
イ
ン
ズ

　
ホ
ー
ム
）
の
移
転

・
北
本
・
桶
川
間
新
駅
設
置

・
駅
西
口
前
広
場
改
修
事
業他
１
件

中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
駅
東
口
に
案
内
板
の
設
置
を
も

　
と
め
て

・
駅
西
口
広
場
改
修

・
在
宅
介
護
の
課
題

他
３
件

三
宮
幸
雄
（
緑
風
政
策
）

・
西
口
駅
前
広
場
の
改
修
計
画

・
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開

設
に
伴
う
経
済
効
果

・
総
合
公
園
野
球
場
防
球
ネ
ッ
ト

の
設
置

串
田
英
夫
（
市
民
福
祉
）

・
市
立
西
小
学
校
通
学
路
の
歩
道

　
整
備
と
安
全
対
策

・
グ
リ
コ
と
北
本
ブ
ラ
ン
ド

・
「
埼
玉
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
ト
キ
」

　
と
い
う
夢
を
現
実
に
。
未
来
の

　
子
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
他
２
件

福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
高
齢
化
対
策

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
学
童
の
保
護
者
が
安
心
し
て

　
働
く
た
め
に
は

問
１
　
本
人
負
担
と
医
療
費
の

削
減
つ
い
て
　

答
１
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）

医
薬
品
の
価
格
は
先
発
医
薬
品

の
２
割
か
ら
７
割
程
度
と
言
わ

れ
て
お
り
、
希
望
す
る
患
者
の

負
担
は
軽
減
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
医
療
保
険
財
政
の
改
善

に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
欧
米
に
比
べ
普
及
が
遅

れ
て
お
り
、
昨
年
９
月
時
点
で

数
量
シ
ェ
ア
は
20
・
２
％
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
医
療
費
削
減

の
た
め
２
０
１
２
年
ま
で
に
数

量
シ
ェ
ア
30
％
以
上
を
目
標
に

普
及
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
２
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド
の
配
布
に
つ
い
て

答
２
　
昨
年
10
月
の
広
報
「
き

た
も
と
」
に
希
望
カ
ー
ド
に
関

す
る
記
事
を
掲
載
し
、
保
険
年

金
課
窓
口
に
１
，
０
０
０
枚
用

意
し
ま
し
た
。
電
話
で
の
問
い

合
せ
や
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
も

あ
り
配
布
物
「
使
っ
て
み
ま
せ

ん
か
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」

は
窓
口
で
４
０
０
枚
程
度
配
布

し
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療

連
合
は
県
医
師
会
と
協
議
の
上
、

医
療
費
通
知
に
同
封
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

問
３
　
今
後
の
普
及
促
進
に
つ

い
て
答
３
　
地
区
医
師
会
、
薬
剤
師

会
の
意
見
も
参
考
に
し
て
、
国

保
の
被
保
険
者
に
は
希
望
カ
ー

ド
の
配
布
も
含
め
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問
１
　
西
小
学
校
北
側
の
交
差

点
か
ら
、
西
中
央
通
り
線
の
交

差
点
ま
で
の
約
40
メ
ー
ト
ル
は

歩
道
が
無
く
、
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が

答
１
　
隣
接
す
る
都
市
下
水
路

の
上
部
空
間
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、
歩
道
整
備
の
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
整
備
に
は
多
く
の
費
用
が
伴

い
ま
す
の
で
、
市
単
独
で
は
難

し
く
、
埼
玉
県
の
補
助
金
に
つ

い
て
昨
年
７
月
よ
り
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
水
路
上
空
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
に
よ
る
張
り
出

し
型
の
歩
道
を
設
置
す
る
方
向

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
歩
道
整
備
事
業
は
条
件

を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路

改
良
事
業
と
し
て
県
の
補
助
金

制
度
「
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
」

に
該
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
答
２
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き

ま
し
て
は
、
７
月
以
降
に
工
事

発
注
が
可
能
と
な
り
、
請
負
業

者
の
決
定
が
８
月
、
材
料
の
手

配
な
ど
に
２
か
月
ほ
ど
が
必
要

で
、
10
月
に
着
工
と
な
り
、
完

成
は
平
成
23
年
２
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (４)

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
推
奨

通

学

路

の

安

全

対

策

歩道整備が予定されている西小学校北側道路（市道6411号線）



湯
澤
清
訓
（
共
産
党
）

・
「
金
融
環
境
」
が
厳
し
い
状
況
の

　
な
か
、
北
本
独
自
の
融
資
制
度

　
創
設
を
求
め
て

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
試
行
運
転
は
、

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
位
置
づ

　
け
を
ど
う
変
え
た
か

・
公
園
に
つ
い
て

他
３
件

島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
公
共
工
事
の
総
合
評
価
方
式
導

　
入
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

・
介
護
総
点
検
を
踏
ま
え
て他
１
件

阪
井
栄
見
子
（
公
明
党
）

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
計

　
画
・
授
乳
や
お
む
つ
交
換
が
で
き
る

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
設
置

・
児
童
館
の
建
設

他
１
件

金
子
眞
理
子
（
緑
風
政
策
）

・
非
常
勤
・
臨
時
職
員
の
継
続
雇

　
用
・
消
費
者
被
害
防
止
サ
ポ
ー
タ
ー

　
制
度

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
計

　
画

工
藤
日
出
夫
（
緑
風
政
策
）

・
区
長
と
自
治
会
長
、
自
治
会
と

　
地
方
公
共
団
体
（
北
本
市
）
と

　
の
関
係
、
位
置
づ
け

・
駅
西
口
広
場
改
修
工
事
計
画

　
北
本
市
で
は
、
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
、
利
用
者
の
要
求
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
デ

マ
ン
ド
方
式
の
バ
ス
を
昨
年
の

10
月
か
ら
12
月
ま
で
テ
ス
ト
運

行
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ス
ト
運
行
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
２
，
９
１
９
人
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者

登
録
に
つ
い
て
は
、
全
市
的
に

登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

路
線
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

で
は
限
界
の
あ
る
交
通
空
白
地

の
解
消
に
も
寄
与
で
き
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
路
線
型
バ
ス
は
現
在
、
鴻
巣

市
の
バ
ス
が
２
路
線
北
本
市
に

乗
り
入
れ
し
て
お
り
、
４
月
か

ら
は
吉
見
町
の
バ
ス
も
高
尾
さ

く
ら
公
園
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
経
由
し
て
北
本
駅
西
口
に

乗
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

　
平
成
22
年
度
は
、
テ
ス
ト
運

行
の
結
果
を
踏
ま
え
、
１
年
間

の
実
証
運
行
を
行
う
予
定
で
す
。

利
用
者
の
少
な
い
日
曜
祝
日
は

運
行
車
両
を
減
ら
し
、
タ
ク
シ

ー
導
入
の
可
能
性
な
ど
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス

運

行

問
１
　
本
市
の
現
状
に
つ
い
て

答
１
　
３
月
１
日
現
在
の
入
所

状
況
は
、
介
護
福
祉
施
設
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
３
施
設

あ
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
含

む
合
計
定
員
２
３
６
人
で
入
所

者
も
２
３
６
人
で
す
。
待
機
者

は
、
市
内
在
住
者
１
２
０
人
、

市
外
在
住
者
７
２
人
と
の
合
計

１
９
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
は
２
施

設
あ
り
合
計
定
員
１
９
７
人
で

入
所
者
は
１
７
０
人
で
す
。
待

機
者
は
１
施
設
の
み
で
市
内
在

住
者
３
人
、
市
外
在
住
者
４
人

の
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
密
着
型
認
知
症
対
応
型

施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
は

３
施
設
あ
り
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

を
含
む
合
計
定
員
72
人
で
入
所

者
は
65
人
で
す
。
待
機
者
は
１

施
設
の
み
で
３
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
の
施
設
の
待
機

者
数
も
複
数
の
施
設
に
申
し
込

む
な
ど
し
て
お
り
必
ず
し
も
実

人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
入
所

待
機
者
が
い
る
状
況
で
す
。

問
２
　
対
策
に
つ
い
て

答
２
　
平
成
21
年
３
月
策
定
の

埼
玉
県
高
齢
者
支
援
計
画
で
は
、

施
設
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
、
待
機
者
の
減

少
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
市
直
営
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
介
護
保
険
施
設
の
申

請
が
埼
玉
県
に
あ
っ
た
際
は
所

在
地
の
市
町
村
の
意
見
書
提
出

を
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
待
機

状
況
を
踏
ま
え
た
意
見
を
提
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(５) きたもと議会だより

介

護

施

設

待

機

者



黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
合
併
問
題
に
つ
い
て
市
長
見
解

　
を
求
め
る

・
新
し
い
公
民
館
運
営
の
あ
り
方

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
営
計
画

中
山
敬
弘
（
緑
風
政
策
）

・
美
し
く
老
い
る
た
め
の
「
カ
キ

　
ク
ケ
コ
（
介
護
・
救
護
・
訓
練

　
・
健
康
・
交
流
）
」

・
金
の
な
る
木
と
し
て
の
仮
称
み

　
な
み
北
本
駅
の
早
期
実
現

・
北
本
駅
西
口
広
場
改
修
事
業
他
１
件

次
回
の
定
例
会
は
、

６
月

３
日(

木)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

６
月

３
日(

木)

開
会
の
予
定
で
す
。

　
西
口
駅
前
広
場
は
、
供
用
か

ら
30
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老

朽
化
と
広
場
内
の
交
通
混
雑
の

緩
和
や
歩
行
者
な
ど
の
安
全
の

確
保
、
高
齢
社
会
に
備
え
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
検
討
会
や
地
元
説
明
会
で

頂
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
、
議

会
の
北
本
駅
西
口
広
場
整
備
に

関
す
る
決
議
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
策
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
将
来
の
駅
周
辺
の
活
性
化
を

見
定
め
た
な
か
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
も
重
要
で
す
。
ロ

ー
タ
リ
ー
内
の
緑
地
は
北
本
市

の
象
徴
で
あ
る
緑
を
活
か
し
、

西
口
広
場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
タ

リ
ー
南
側
の
多
目
的
広
場
は
、

高
齢
者
や
お
子
様
連
れ
の
お
母

さ
ん
達
が
、
買
い
物
や
散
歩
の

途
中
で
の
休
憩
場
所
と
な
っ
た

り
、
憩
い
や
交
流
の
空
間
と
し

て
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
場
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
総
事
業
費
に
つ
い
て
は
６
億

３
，
６
７
５
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
、

国
庫
補
助
金
の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
２
億
７
，
６
６
４
万
円
、

起
債
額
は
２
億
７
，
７
９
０
万

円
、
一
般
財
源
は
８
，
２
２
０

万
円
で
す
。

　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
広
場

内
に
停
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

こ
と
で
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
広
場
周
辺
の
民
間
の

駐
車
場
を
借
り
受
け
て
の
整
備

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
土
地
利

用
状
況
や
土
地
所
有
者
な
ど
の

意
向
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (６)

西
口
駅
前
広
場

改

修

計

画

個

別

所

得

補

償

制

度

問
１
　
米
の
生
産
農
家
に
と
っ

て
一
大
転
換
と
な
る
、
こ
の
制

度
に
つ
い
て

答
１
　
平
成
22
年
度
で
は
、
翌

年
度
か
ら
の
制
度
実
施
に
向
け
、

事
業
の
効
果
や
円
滑
な
事
業
運

営
を
検
証
す
る
た
め
、
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
対
策
は
、

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

と
、
米
個
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
の
二
つ
の
事
業
が
セ
ッ
ト

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事

業
は
、
自
給
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
水
田
を
余
す
所
無
く
有

効
利
用
し
て
、
麦
、
大
豆
、
米

粉
用
米
、
飼
料
用
米
、
な
ど
の

戦
略
作
物
の
生
産
を
行
う
販
売

農
家
に
対
し
て
、
並
み
の
所
得

を
確
保
で
き
る
水
準
の
支
援
を
、

国
か
ら
の
直
接
支
払
い
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

　
次
に
、
米
個
別
所
得
補
償
モ

デ
ル
事
業
は
、
意
欲
あ
る
農
家

が
、
水
田
農
業
を
継
続
し
て
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
恒
常
的
に
生
産
に
対

す
る
費
用
が
販
売
価
格
を
上
回

る
米
に
対
し
て
、
所
得
補
償
を

国
か
ら
の
直
接
支
払
い
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
生
産
数
量
目
標

を
達
成
し
た
生
産
者
に
対
し
て

の
メ
リ
ッ
ト
措
置
と
し
て
実
施

さ
れ
、
全
国
一
律
で
10
ア
ー
ル

当
た
り
１
５
，
０
０
０
円
が
当

年
産
米
販
売
価
格
に
か
か
わ
ら

ず
定
額
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
当
年
産
の
販

売
価
格
が
過
去
３
年
平
均
価
格

を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

差
額
も
補
填
さ
れ
ま
す
。

※
質
疑
通
告
順
に
掲
載

中

村

洋

子
（
共

産

党
）

黒

澤

健

一
（
平

成

会
）

桂

　

祐

司
（
市
民
福
祉
）

岸

　

昭

二
（
公

明

党
）

現
王
園
孝
昭
（
緑
風
政
策
）

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

３
月

定

例

会

総

括

質

疑

総

括

質

疑

総

括

質

疑

総

括
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建設経済建設経済

Ｑ．地域支え合い事業補助金について

Ａ．地域支え合い事業は、近年、高齢者の

単身世帯、夫婦世帯が増加し、買い物や家

事などの日常生活が困難な高齢者が増加し

てきている状況の中で、県が平成21年度か

ら３年間で、県内30か所程度の立ち上げを

計画しているものです。高齢者の日常生活

の安心確保や、買い物、家事等について、

元気な高齢者がボランティアとして活動す

ることによって、元気な方の介護予防にな

ります。また、ボランティアへの報酬を地

域商品券とすることによって、地域の商店

で買い物をしていただくようになり、地域

の商店の活性化にもつながります。市では

社会福祉協議会や商工会と打ち合わせを進

めてきています。基本的には事務局機能は

社会福祉協議会が担い、地域商品券の関係

では商工会にも協力をいただき、事業を開

始しようと考えています。

Ｑ．放課後子ども教室の検証と増設について

Ａ．放課後子ども教室については、現在、西

小学校と南小学校に開設しています。西小学

校については、今年３年目になりますが、地

域の方々の参画を得て、子どもたちとともに

勉強やスポーツ、文化活動、地域住民との交

流活動等を行っています。地域のたくさんの

応援団の方にサポートをいただきながら、充

実した子ども教室が展開されています。

　西小学校の実績に基づき、平成20年度から

南小学校にも開設をしました。南小学校も地

域コーディネーターの方を中心に、充実した

取り組みが行われています。

　放課後子ども教室については、やみくもに

全校に広げようという考えはありませんが、

今までの両校の実績を踏まえて１校増設を考

えています。

　現在東小学校に展開すべく準備を進めてい

ます。放課後の子どもたちの居場所を支援す

る事業ですので、子どもたちが安全で安心し

て過ごせる活動拠点を確保し、地域の方々の

協力をいただきながら進めていきます。

Ｑ．農業ふれあいセンター使用料予算が前年より18万円ほど増額となっているが、積算内訳について

Ａ．農業ふれあいセンターの増額理由については「桜国屋」については、平成21年度当初予算より年

間売り上げを1,200万円増の２億9,400万円と見込み、その1.5％の使用料で、「さんた亭」について

は、前年度同額の1,800万円と見込みました。他に自動販売機3台の使用料とあわせ、473万6,000円を

計上しました。

Ｑ．街路事業が1,760万円の減額予算となっているがその理由について、補助率の変化があったのか

Ａ．街路事業費の減額理由については、駅東口中央通り線の来年度の補助対象は、用地費・物件補償

費・及び工事費で,国から100分の55の率で補助を受けています。取得する用地の場所や面積は、建物

の規模等が異なるため減額となりますが、補助率は前年度と同じです。

Ｑ．昨年の12月議会において下原・考戸地区に早期に公共下水道整備計画をという附帯決議が出され

たが、その検討状況について

Ａ．議会において「下原・考戸地区に早期に公共下水道整備計画」をという付帯決議に対しての対応

は、事業経費のうち基本設計委託料に2,500万円を計上しました。この中で事業認可の拡大を行うた

めの業務委託を見込んでいます。

特別委員会の報告特別委員会の報告

○庁舎建設特別委員会
委員会提出議案として「庁舎建設基本設計

にかかる設計与条件の整理を求める決議」を

本会議に提出し、挙手多数により可決しました。

○議会改革特別委員会
本定例会に提出された北本市議会基本条例

の制定について（議提第１号及び議提第２号）

が付託され、閉会中の継続審査となりました。

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)
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北本市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
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ＵＲ賃貸住宅（旧公団）への定期借家契約導入を行わないよう求める意見書

子ども読書活動を推進するための予算確保を求める意見書

介護保険制度の抜本的な基盤整備を求める意見書
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北本駅西口駅前広場改修計画の見直しを求める請願
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○は議案の継続審査に対して賛成の会派

×は議案の継続審査に対して反対の会派

△は議案の継続審査に対して賛成と反対のあった会派

○は議案に対して賛成の会派

×は議案に対して反対の会派

△は議案に対して賛成と反対のあった会派

＊上記以外に26件の議案審議がありましたが、いずれも起立及び挙手全員により

　原案のとおり可決（継続審査となった議案を除く）・承認しています。
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　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果� � 平成会�公明党�共産党
緑風政策
フォーラム

市民福祉
の会

緑風政策【８人】、平 成 会【５人】、公 明 党【３人】、共 産 党【２人】、市民福祉の会【２人】各会派の議員数

市長及び副市長の給与等に関する条例及び北本市教育委員会教育長の給
与等に関する条例の一部改正について

北本市職員の給与に関する条例及び北本市職員の勤務時間、休日及び休
暇に関する条例の一部改正について

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のＮＰＴ再検討会議での採択に向けた取
り組みを求める意見書

「ＵＲ賃貸住宅（旧住宅公団）への定期借家契約制度の導入はすべきで
ない」とする意見書提出に関する請願

無記名投票により不明
（賛成10票、反対９票）

【継続審査とは】
　議会の活動は、原則として会期中に限定されていますが、「継続審査を要する」とされた
案件があった場合には、閉会中に委員会が活動することを認めるかどうかについての採決が
行われます。採決の結果、継続審査が認められた場合には、付託先委員会は、閉会中に継続
審査を行い、その結果、結論が得られた場合には、次期定例会に審査結果を報告します。

継続審査の結果一覧継続審査の結果一覧

�継続審査� ○� ○� ○� ○� ○

�継続審査� ○� ○� ○� ○� ○

北本市議会基本条例の制定について（議提第１号）

北本市議会基本条例の制定について（議提第２号）
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